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は
し
が
き 

第
二
次
大
戦
後
、
漁
業
技
術
の
進
歩
に
よ
っ
て
、
公
海
の
漁
業
資
源

の
保
存
・
管
理
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
、
多
く
の
漁
業
条
約
が
締
結
さ

れ
、
ま
た
、
漁
業
委
員
会
が
世
界
的
レ
ベ
ル
あ
る
い
は
地
域
的
、
二
国

間
の
レ
ベ
ル
で
設
立
さ
れ
た
。
他
方
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
、
か

な
り
の
数
の
国
が
、
自
国
沖
合
の
資
源
に
対
す
る
自
国
の
利
益
を
守
る

た
め
に
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
の
資
源
管
轄
権
水
域
を
主
張
し
、
こ
の
よ
う

な
動
き
は
、
第
三
次
国
際
連
合
海
洋
法
会
議
に
お
い
て
、
排
他
的
経
済

水
域
の
概
念
を
海
洋
法
の
制
度
と
し
て
承
認
す
る
に
至
ら
し
め
た
。
こ

の
概
念
は
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
権
利
だ
け
で
は
な
く
、
と
く
に
生

物
資
源
の
保
存
・
管
理
義
務
を
も
包
摂
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
各
国
の

二
〇
〇
カ
イ
リ
法
は
、
資
源
に
対
す
る
自
国
の
権
利
を
強
調
す
る
一
方
、 

   生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
義
務
に
つ
い
て
概
し
て
十
分
な
規
定
を
お
い

て
い
な
い
。 

本
稿
で
は
、
漁
業
資
源
保
存
・
管
理
の
経
緯
と
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域

制
度
に
お
け
る
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理
の
現
状
と
問
題
点
を
検
討
す

る
こ
と
に
す
る
。 

一 

公
海
漁
業
問
題
と
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域 

（
１
） 

漁
業
条
約
と
漁
業
委
員
会 

伝
統
的
な
海
洋
法
の
下
で
は
、
海
洋
は
、
基
本
的
に
は
、
広
い
公
海

と
狭
い
領
海
で
構
成
さ
れ
、
公
海
で
は
、
航
行
の
自
由
と
と
も
に
漁
業

の
自
由
が
認
め
ら
れ
、
い
ず
れ
の
国
の
国
民
も
公
海
に
お
い
て
漁
業
を

行
な
う
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
さ
れ
た
。
第
二
次
大
戦
ま
で
は
、
漁
業

技
術
の
発
達
は
緩
慢
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
第
二
次
大
戦
後
は
、
魚
探
、

漁
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航
行
設
備
、
自
動
網
巻
取
機
、
冷
凍
設
備
等
に
つ
い
て
大
き
な
改
善
が

み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
公
海
漁
業
を
規
制
す
る
た
め
に
、
第
二
次

大
戦
前
か
ら
す
で
に
条
約
が
締
結
さ
れ
、
戦
後
は
、
こ
の
よ
う
な
条
約

が
よ
り
多
く
締
結
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

公
海
漁
業
資
源
は
、
自
由
に
採
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
源
で
あ
る

た
め
に
、
公
海
漁
業
を
規
制
す
る
立
場
に
あ
る
各
国(

漁
船
の
旗
国)

も

自
ら
保
存
措
置
を
と
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
、

も
し
あ
る
国
が
保
存
措
置
を
と
っ
て
も
、
他
の
国
が
同
様
の
措
置
を
と

ら
な
け
れ
ば
、
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理
の
目
的
は
達
成
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
の
た
め
、
各
国
の
漁
業
政
策
を
調
整
し
、
漁
業
資
源
を

保
存
・
管
理
す
る
た
め
に
、
今
日
ま
で
多
く
の
漁
業
条
約
が
締
結
さ
れ

て
き
た
。
ま
た
、
漁
業
条
約
の
な
か
に
は
、
条
約
の
実
施
を
監
督
・
規

制
す
る
た
め
に
漁
業
委
員
会
を
設
置
す
る
も
の
も
あ
る
。 

（

） 

漁
業
委
員
会
の
な
か
で
、
特
定
の
魚
種
の
規
制
を
目
的
と
す
る
も
の

と
し
て
、
た
と
え
ば
、
国
際
捕
鯨
委
員
会(

一
九
四
六
年
設
立)
、
全
米

熱
帯
マ
グ
ロ
委
員
会(

Ｉ
Ａ
Ｔ
Ｔ
Ｃ
、
五
〇
年
設
立)

、
太
平
洋
オ
ヒ
ョ
ウ

国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
、
二
三
年
設
立
、
現
在
の
名
称
は
五
三
年
よ

り
）
、
北
太
平
洋
オ
ッ
ト
セ
イ
委
員
会(

五
八
年
設
立)

、
大
西
洋
マ
グ
ロ

類
保
存
国
際
委
員
会
（
Ｉ
Ｃ
Ｃ
Ａ
Ｔ
、
六
六
年
設
立
）
な
ど
が
あ
る
。
特

定
の
地
域
に
お
け
る
漁
業
を
規
制
す
る
も
の
と
し
て
、
南
太
平
洋
の
海

洋
資
源
利
用
お
よ
び
保
存
に
関
す
る
会
議
の
常
設
委
員
会
（
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｐ
、

五
二
年
設
立
）
、
北
太
平
洋
漁
業
国
際
委
員
会(

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｆ
Ｃ
、
五
三
年
設

立)

、
北
東
大
西
洋
漁
業
委
員
会
（
Ｎ
Ｅ
Ａ
Ｆ
Ｃ
、
五
九
年
設
立
）
、
北
西

大
西
洋
漁
業
機
関
（
Ｎ
Ａ
Ｆ
Ｏ
、
七
九
年
設
立
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、

二
国
間
の
漁
業
委
員
会
も
あ
る(

日
ソ
漁
業
委
員
会
、
日
韓
漁
業
委
員
会

な
ど
）
。
こ
れ
ら
の
漁
業
委
員
会
の
規
制
内
容
は
、
委
員
会
に
よ
っ
て
異

な
る
が
、
漁
期
・
禁
漁
期
の
設
定
、
魚
の
体
長
制
限
、
漁
網
の
網
目
制

限
、
漁
業
方
法
の
限
定
な
ど
で
あ
り
、
そ
の
他
、
調
査
、
研
究
を
任
務

と
す
る
。
委
員
会
の
と
る
措
置
の
法
的
性
質
も
、
勧
告
、
決
定
あ
る
い

は
そ
の
中
間
的
な
も
の
な
ど
、
委
員
会
に
よ
っ
て
異
な
る
。 

1

こ
れ
ら
の
漁
業
委
員
会
の
な
か
で
い
く
ら
か
の
も
の
は
有
効
に
機
能

を
果
た
し
て
き
た
（
た
と
え
ば
、
Ｉ
Ｐ
Ｈ
Ｃ
）
が
、
一
般
的
に
は
、
漁
業

委
員
会
は
、
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理
に
つ
い
て
十
分
な
機
能
を
果
た

し
て
い
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
次
の
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ま
ず
、

多
く
の
漁
業
委
員
会
が
漁
業
規
制
に
関
し
て
十
分
な
規
制
権
限
を
与
え

ら
れ
て
い
な
い
こ
と
。
第
二
に
、
漁
業
委
員
会
の
加
盟
国
が
、
な
ん
ら

か
の
漁
業
規
制
に
つ
い
て
合
意
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
。
第
三

に
、
漁
業
委
員
会
を
設
立
し
て
も
、
公
海
漁
業
の
性
質
上
、
非
加
盟
国

に
よ
る
関
係
漁
業
へ
の
参
加
が
可
能
で
あ
る
こ
と
。 

（

） 

こ
の
よ
う
な
漁
業
委
員
会
の
ほ
か
に
、
一
九
五
八
年
の
第
一
次
国
連

海
洋
法
会
議
は
、
公
海
漁
業
資
源
の
保
存
に
関
し
て
、「
漁
業
お
よ
び
公

海
の
生
物
資
源
の
保
存
に
関
す
る
条
約
」
を
採
択
し
た
。
こ
の
条
約
は
、

2
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締
約
国
に
、
公
海
の
漁
業
資
源
の
保
存
の
た
め
の
措
置
を
と
る
こ
と
を

一
般
的
な
形
で
義
務
づ
け
る
も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
沿
岸
国
が
、
保
存

措
置
に
関
す
る
他
の
関
係
国
と
の
交
渉
で
合
意
に
達
し
な
い
と
き
は
、

自
国
の
領
海
に
隣
接
す
る
公
海
水
域
に
お
い
て
、
生
物
資
源
の
生
産
性

維
持
の
た
め
に
、
一
定
の
条
件
の
下
で
一
方
的
に
保
存
措
置
を
と
り
う

る
こ
と
を
規
定
す
る
。
し
か
し
、
多
く
の
漁
業
国
は
こ
の
条
約
を
批
准

し
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
条
約
が
、
沿
岸
国
が
保
存
措
置
を
一
方

的
に
と
り
う
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
こ
と
、
魚
種
の
み
を
保
存
措
置

の
基
準
と
し
、
他
の
基
準
あ
る
い
は
漁
業
資
源
の
配
分
を
考
慮
し
て
い

な
い
こ
と
、
多
く
の
地
域
で
す
で
に
漁
業
委
員
会
が
活
動
し
て
い
た
こ

と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。 

結
局
、
公
海
漁
業
に
関
し
て
、
漁
業
条
約
に
よ
っ
て
あ
る
い
は
漁
業

委
員
会
を
設
け
て
、
魚
種
の
保
存
・
管
理
制
度
を
つ
く
り
上
げ
る
た
め

の
多
く
の
努
力
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
方
法
は
、
概
し
て
、

実
際
に

有
効
で
な
い
こ
と
を
こ
れ
ま
で
の
経
験
は
示
し
た
。 

は

（
２
） 

二
〇
〇
カ
イ
リ
漁
業
水
域
お
よ
び
排
他
的
経
済
水
域
の
設
定 

一
方
、
一
九
六
〇
年
代
か
ら
七
〇
年
代
に
か
け
て
、
発
展
途
上
国
は
、

先
進
海
洋
国
に
よ
る
遠
洋
漁
業
の
発
展
に
よ
っ
て
、
自
国
沿
岸
沖
合
の

漁
業
資
源
が
開
発
さ
れ
る
こ
と
に
対
し
て
懸
念
を
抱
い
た
。
公
海
の
自

由
の
一
つ
で
あ
る
漁
業
の
自
由
は
、
資
本
お
よ
び
技
術
を
も
つ
国
す
な

わ
ち
先
進
海
洋
国
に
と
っ
て
有
効
な
も
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
先

進
海
洋
国
の
利
益
を
支
え
る
も
の
で
あ
り
、
発
達
し
た
漁
業
技
術
を
も

た
な
い
国
に
と
っ
て
は
十
分
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
っ

た
。
発
展
途
上
国
は
、
公
海
の
漁
業
の
自
由
を
、
彼
ら
の
国
の
沖
合
の

資
源
を
枯
渇
さ
せ
る
ラ
イ
セ
ン
ス
と
し
て
感
じ
た
。
彼
ら
の
多
く
は
、

最
新
の
漁
業
設
備
を
積
ん
で
彼
ら
の
海
岸
の
比
較
的
近
く
ま
で
来
て
漁

業
を
す
る
先
進
国
漁
船
を
目
に
し
て
、
彼
ら
自
身
は
自
国
沖
合
で
漁
業

す
る
十
分
な
漁
船
、
漁
業
技
術
を
も
っ
て
い
な
い
と
し
て
も
、
自
国
沖

合
水
域
に
お
け
る
外
国
漁
船
の
操
業
の
規
制
、
入
漁
料
の
徴
収
あ
る
い

は
漁
業
技
術
の
自
国
へ
の
移
転
を
望
ん
だ
。
ま
た
同
時
に
、
い
く
ら
か

の
先
進
国
は
、
既
存
の
海
洋
法
制
度
に
満
足
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
れ

は
、
彼
ら
も
ま
た
、
自
国
沖
合
の
漁
業
資
源
の
自
国
に
よ
る
規
制
を
望

ん
だ
た
め
で
あ
り
、
ま
た
、
漁
業
技
術
が
い
っ
そ
う
進
歩
す
る
な
か
で
、

漁
業
委
員
会
の
漁
業
を
規
制
す
る
有
効
性
に
懐
疑
的
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。  

中
南
米
の
チ
リ
、
エ
ク
ア
ド
ル
、
ペ
ル
ー
等
が
第
二
次
大
戦
後
の
比

較
的
早
い
時
期
に
二
〇
〇
カ
イ
リ
領
海
な
い
し
資
源
管
轄
権
水
域
を
設

定
し
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
に
入
っ
て
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
の
諸
国

あ
る
い
は
先
進
国
も
ま
た
二
〇
〇
カ
イ
リ
漁
業
水
域
あ
る
い
は
排
他
的

経
済
水
域
を
設
定
し
た
。
七
七
年
お
よ
び
七
八
年
に
は
か
な
り
の
数
の

国
が
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
を
設
定
し
、
世
界
の
主
要
な
漁
業
の
多
く
の

部
分
が
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
で
カ
バ
ー
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
3
）
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排
他
的
経
済
水
域
の
概
念
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
初
め
に
ケ
ニ
ア
な

ど
の
諸
国
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
が
、
ケ
ニ
ア
の
Ｆ
・
Ｘ
・
ジ
ェ
ン
ガ

に
よ
れ
ば
、
こ
の
概
念
の
目
的
は
、
基
本
的
に
は
、「
他
の
国
に
よ
る
海

洋
の
他
の
正
当
な
利
用
を
不
当
に
妨
害
す
る
こ
と
な
く
、
沿
岸
国
の
隣

接
海
域
に
お
い
て
沿
岸
国
の
利
益
を
守
る
こ
と
」
で
あ
り
、
沿
岸
国
の

利
益
に
は
、
隣
接
海
域
に
お
け
る
漁
業
資
源
お
よ
び
他
の
資
源
―
―
生

物
資
源
お
よ
び
非
生
物
資
源
―
―
の
規
制
、
汚
染
の
防
止
規
制
が
含
ま

れ
た
。  

二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
の
主
張
・
設
定
は
、
境
界
画
定
を
め
ぐ
っ
て
紛

争
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
は
あ
る
が
、
そ
の
概
念
自
体
は
、
国
際
的
摩
擦

を
ほ
と
ん
ど
生
ぜ
し
め
な
か
っ
た
。
新
海
洋
法
秩
序
の
枠
組
み
を
つ
く

り
上
げ
る
た
め
に
一
九
七
三
年
か
ら
八
二
年
ま
で
開
催
さ
れ
た
第
三
次

国
連
海
洋
法
会
議
は
、
深
海
底
に
新
し
い
国
際
制
度
を
つ
く
る
た
め
の

国
連
で
の
検
討
を
き
っ
か
け
と
す
る
が
、
そ
の
開
催
は
、
遠
洋
漁
船
団

に
よ
る
漁
獲
の
拡
大
に
よ
っ
て
生
じ
た
魚
種
の
枯
渇
の
恐
れ
に
対
抗
す

る
た
め
の
手
段
を
求
め
て
い
た
国
の
推
進
力
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い

と
も
言
わ
れ
る
。
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
の
準
備
段
階
か
ら
、
公
海

に
お
け
る
漁
業
の
自
由
が
合
理
的
根
拠
を
欠
く
も
の
と
し
て
、
あ
る
い

は
貧
し
い
国
よ
り
も
豊
か
で
強
い
国
に
よ
り
利
益
を
与
え
る
も
の
と
し

て
批
判
さ
れ
、
第
三
次
海
洋
法
会
議
に
お
い
て
、
排
他
的
経
済
水
域
の

概
念
は
、
七
五
年
の
第
三
会
期
で
す
で
に
か
な
り
実
質
的
合
意
に
達
し

て
い
る
。
会
議
で
採
択
さ
れ
た
八
二
年
の
国
連
海
洋
法
条
約
は
、
第
五

部
で
排
他
的
経
済
水
域
を
規
定
し
た
。 

（
4
）

排
他
的
経
済
水
域
は
、
世
界
の
魚
種
の
合
理
的
な
利
用
へ
の
か
な
り

の
前
進
を
示
す
も
の
と
し
て
み
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
公
海
に
お
け

る
漁
業
の
無
政
府
状
態
を
改
善
す
る
も
の
と
し
て
、
最
善
の
方
法
で
は

な
く
と
も
「
次
善
の
策
」
と
し
て
考
え
ら
れ
た
。
ま
た
そ
れ
は
、
有
効

な
漁
業
管
理
と
公
平
な
配
分
を
提
供
し
た
と
い
う
見
方
も
あ
る
。 
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２
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1980, p. 43. 
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iulio 

Pontecorvo, The N
ew

 O
rder 

of 
the 

O
ceans, The Advent of a M

anaged Environm
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） Parzival 
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orld’s Fisheries,” M

arine Policy, Vol. 
5 (1981), p. 227. 
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６
） D

river, supra note 2, p. 50.

（
5
）

（
6
）
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二 

国
連
海
洋
法
条
約
と
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理 

（
１
） 
公
海
漁
業 

国
連
海
洋
法
条
約
は
、
公
海
に
関
す
る
第
七
部
で
は
、
漁
獲
の
自
由

を
従
来
ど
お
り
公
海
の
自
由
の
一
つ
と
し
、
た
だ
し
、
第
七
部
第
二
節

に
従
う
も
の
と
し
て
い
る
。 

第
七
部
第
二
節
「
公
海
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
お
よ
び
管
理
」

で
は
、
す
べ
て
の
国
が
、
自
国
の
条
約
の
義
務
等
を
条
件
と
し
て
公
海

に
お
い
て
漁
業
に
従
事
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
ま
た
、

公
海
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
に
必
要
と
さ
れ
る
措
置
を
自
国
民
に

つ
い
て
と
り
、
ま
た
は
保
存
お
よ
び
管
理
に
つ
い
て
他
の
国
と
協
力
す

る
こ
と
、
ま
た
必
要
な
場
合
に
漁
業
機
関
の
設
立
の
た
め
に
協
力
す
る

こ
と
等
を
定
め
、
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
を
指
向
し
た
規
定
と
な
っ

て
い
る

 。

（
２
） 

排
他
的
経
済
水
域
と
漁
業
問
題 

一
方
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
漁
業
に
関
す
る
規
定
の
核
心
は
、
排
他

的
経
済
水
域
に
関
す
る
第
五
部
に
見
出
さ
れ
る
。
排
他
的
経
済
水
域
ま

た
は
二
〇
〇
カ
イ
リ
漁
業
水
域
が
普
遍
的
に
設
定
さ
れ
れ
ば
、
漁
業
活

動
が
行
な
わ
れ
る
区
域
の
約
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
包
む
こ
と
に
な
る
と

言
わ
れ
、
こ
の
区
域
の
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理
は
、
重
要
な
意
味
を

も
つ
。 

国
連
海
洋
法
条
約
に
よ
れ
ば
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お

い
て
、
天
然
資
源(

生
物
資
源
、
非
生
物
資
源)

の
探
査
、
開
発
、
保
存
、

管
理
お
よ
び
経
済
的
な
探
査
お
よ
び
開
発
の
た
め
の
他
の
活
動
に
関
す

る
主
権
的
権
利
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
、
ま
た
、
人
工
島
、
設
備
、
構

築
物
の
設
置
・
利
用
、
海
洋
の
科
学
的
調
査
、
海
洋
環
境
の
保
護
・
保

全
に
関
し
て
管
轄
権
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
る(

五
六
条)

が
、
生
物
資

源
に
関
す
る
沿
岸
国
の
権
限
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
関
す
る
諸
国
の

基
本
的
か
つ
直
接
的
関
心
で
あ
る
。 

こ
の
条
約
に
よ
れ
ば
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
、

生
物
資
源
の
探
査
開
発
等
の
た
め
の
主
権
的
権
利
を
有
す
る
一
方
、
沿

岸
国
は
、
生
物
資
源
の
保
存
お
よ
び
最
適
利
用
に
関
し
て
一
定
の
義
務

を
負
う
。
保
存
、
最
適
利
用
の
義
務
は
、
領
海
制
度
の
場
合
に
も
、
漁

業
水
域
制
度
の
場
合
に
も
み
ら
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

沿
岸
国
は
、
自
国
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
獲
可
能
量
を
決

定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず (

六
一
条
一
項)

、
排
他
的
経
済
水
域
の
生
物
資

源
の
維
持
が
過
度
の
捕
獲
に
よ
っ
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
な
い
こ
と
を
適

当
な
保
存
・
管
理
措
置
を
通
じ
て
確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、

適
当
な
場
合
に
は
、
沿
岸
国
お
よ
び
権
限
の
あ
る
国
際
機
関
は
、
こ
の

目
的
の
た
め
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

六
一
条
二
項
）
。
保
存
・

管
理
措
置
は
、
環
境
上
お
よ
び
経
済
上
の
関
連
要
因
を
勘
案
し
て
、
か

つ
、
漁
獲
の
態
様
、
資
源
間
の
相
互
依
存
関
係
お
よ
び
国
際
的
な
最
低
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基
準
を
考
慮
し
て
、
最
大
持
続
生
産
量 (

Ｍ
Ｓ
Ｙ
･･m

axim
um

 sus-
tainable yield)

を
実
現
す
る
こ
と
の
で
き
る
水
準
に
漁
獲
さ
れ
る
魚
種

の
資
源
量
を
維
持
し
ま
た
は
回
復
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い(

六

一
条
三
項
）
。 

こ
の
場
合
、
Ｍ
Ｓ
Ｙ
は
、
そ
れ
ま
で
の
漁
業
条
約
で
漁
業
資
源
の
保

存
の
目
標
と
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
一
定
の
漁
業
努
力
で
特
定
の

魚
種
に
つ
い
て
つ
く
り
出
さ
れ
る
恒
常
的
漁
獲
量
を
言
う
。
す
な
わ
ち
、

あ
る
地
域
で
特
定
の
魚
種
が
漁
獲
さ
れ
始
め
る
と
そ
の
数
は
減
少
し
、

そ
の
減
少
し
た
分
を
取
り
戻
し
、
も
と
の
レ
ベ
ル
に
戻
る
た
め
に
そ
の

魚
種
は
急
速
な
割
合
で
数
が
増
加
す
る
が
、
そ
の
際
に
、
魚
種
が
一
定

の
数
で
減
少
し
た
と
き
に
（
そ
の
数
は
魚
種
に
よ
っ
て
異
な
る
）
、
増
加

の
割
合
が
最
大
と
な
る
。
魚
種
の
全
個
体
数
が
悪
影
響
を
受
け
る
こ
と

な
く
、
毎
年
最
大
量
捕
獲
で
き
る
の
は
、
Ｍ
Ｓ
Ｙ
と
呼
ば
れ
る
こ
の
レ

ベ
ル
で
あ
る
。
漁
業
者
に
関
し
て
、
Ｍ
Ｓ
Ｙ
は
、
必
然
的
に
漁
業
努
力

の
一
定
レ
ベ
ル
で
の
制
限
お
よ
び
規
制
を
含
み
、
そ
れ
を
超
え
た
場
合

に
は
乱
獲
と
な
る
。
漁
業
努
力
を
制
限
す
る
こ
と
は
、
そ
の
魚
種
の
生

物
的
要
因
の
み
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
問
題
で
は
な
く
、
と
く
に
一
九

七
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
の
石
油
危
機
、
財
政
危
機
が
漁
業
に
与
え
た

影
響
お
よ
び
沿
岸
国
管
轄
権
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、
生
物
学
的
要
因
だ

け
で
な
く
、
政
治
的
経
済
的
あ
る
い
は
そ
の
他
の
要
因
も
漁
獲
目
標
決

定
に
重
要
で
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
、
そ
の
点
で
、
そ
れ
ま
で
の
漁
業

条
約
で
漁
業
資
源
保
存
の
目
標
と
さ
れ
て
い
た
生
物
学
的
な
Ｍ
Ｓ
Ｙ
は

学
者
な
ど
に
よ
っ
て
批
判
を
受
け
て
い
た
。 

 

（
1
）

第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
の
審
議
過
程
で
い
く
ら
か
の
代
表
は
、
量

的
な
基
準
だ
け
で
は
な
く
、
質
的
な
基
準
も
考
慮
に
入
れ
る
べ
き
で
あ

る
と
主
張
し
、
最
適
持
続
生
産
量(optim

um
 sustainable yield)

と

い
う
概
念
を
提
案
し
た
が
、
こ
の
概
念
は
採
用
さ
れ
ず
、
結
局
、
妥
協

の
形
で
、
Ｍ
Ｓ
Ｙ
は
、「
関
連
す
る
環
境
上
お
よ
び
経
済
上
の
要
因｣

と

い
う
限
定
を
つ
け
た
も
の
と
な
っ
た
。  

国
連
海
洋
法
条
約
に
よ
れ
ば
、
ま
た
、
沿
岸
国
は
、
排
他
的
経
済
水

域
に
お
い
て
生
物
資
源
の
最
適
利
用
の
目
的
を
促
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い(

六
二
条
一
項
）
。
沿
岸
国
は
、
自
国
の
捕
獲
能
力
を
決
定
し
な
け

れ
ば
な
ら
ず
、
自
国
が
捕
獲
可
能
量
の
す
べ
て
を
捕
獲
す
る
能
力
を
有

し
な
い
場
合
に
は
、
協
定
そ
の
他
の
取
り
極
め
に
よ
っ
て
漁
獲
可
能
量

の
余
剰
分
の
漁
獲
を
他
の
国
に
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
六
二
条
二

項
）
。 最

適
利
用
の
目
的
は
、
排
他
的
経
済
水
域
内
の
資
源
の
保
存
よ
り
も

む
し
ろ
漁
業
資
源
の
配
分
の
問
題
に
関
係
す
る
。
こ
の
義
務
の
目
的
は
、

沿
岸
国
が
Ｍ
Ｓ
Ｙ
ま
で
漁
獲
す
る
能
力
が
な
い
場
合
に
、
資
源
が
十
分

利
用
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
資
源
の
余
剰
分
に

対
し
て
他
の
国
が
漁
獲
を
認
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
に
お
い
て
、
米
国
、

（
2
）
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ソ
連
を
含
む
遠
洋
漁
業
国
に
よ
っ
て
主
張
さ
れ
た
。 

こ
の
よ
う
に
国
連
海
洋
法
条
約
に
お
け
る
排
他
的
経
済
水
域
の
概
念

は
、
生
物
資
源
に
関
し
て
、
沿
岸
国
の
開
発
等
の
権
利
と
同
時
に
、
生

物
資
源
の
保
存
・
管
理
、
適
正
利
用
を
基
礎
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
排

他
的
経
済
水
域
は
、
現
代
の
技
術
の
進
歩
に
よ
る
漁
業
資
源
の
乱
獲
に

対
応
す
る
た
め
の
新
し
い
生
物
資
源
の
管
理
・
保
存
の
原
則
を
つ
く
り

上
げ
る
も
の
と
み
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
沿
岸
国
の
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域

の
主
張
を
正
当
化
す
る
た
め
に
も
、
生
物
資
源
の
沿
岸
国
に
よ
る
保

存
・
管
理
の
考
え
が
持
ち
出
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。 

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
、
最
適
利
用
に
対

し
て
、
実
施
に
お
け
る
問
題
点
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。 

す
な
わ
ち
、
沿
岸
国
が
排
他
的
経
済
水
域
の
生
物
資
源
の
漁
獲
可
能

量
を
毎
年
決
定
す
る
と
い
う
義
務
を
遂
行
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

ま
た
、
保
存
措
置
は
、
年
間
の
漁
獲
可
能
量
に
つ
い
て
だ
け
で
は
な
く
、

漁
獲
さ
れ
う
る
魚
種
、
漁
期
、
漁
区
、
漁
具
に
つ
い
て
も
制
限
を
設
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
こ
れ
ら
を
適
正
に
実
施
す
る
こ
と

は
困
難
を
伴
う
。
ま
た
、
自
国
の
漁
獲
能
力
の
決
定
に
つ
い
て
も
、
自

国
の
資
本
と
技
術
に
よ
る
も
の
だ
け
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
外

国
の
資
本
を
導
入
し
、
外
国
の
技
術
援
助
を
受
け
る
場
合
も
含
ま
れ
、

し
た
が
っ
て
、
自
国
で
十
分
な
資
本
、
技
術
を
も
た
な
い
国
も
、
外
国

か
ら
こ
れ
ら
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
漁
獲
可
能
量
の
す
べ
て
を
漁

獲
す
る
能
力
を
も
つ
こ
と
が
可
能
と
な
る
。 

（
3
） 

ま
た
、
排
他
的
経
済
水
域
制
度
に
お
け
る
漁
業
制
度
は
、
沿
岸
国
に

大
き
な
裁
量
の
余
地
を
与
え
て
い
る
。
沿
岸
国
は
、
保
存
措
置
を
と
る

こ
と
を
義
務
づ
け
ら
れ
、
ま
た
、
適
正
利
用
を
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る

が
、
沿
岸
国
の
義
務
は
、
沿
岸
国
自
身
の
漁
業
政
策
の
コ
ン
テ
ク
ス
ト

の
枠
内
で
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、「
各
沿
岸
国
は
、
適
切
な
科
学
的
経
済
的
お
よ
び
社
会
的
要
因
に

つ
い
て
自
己
自
身
の
評
価
に
従
っ
て
、
自
己
の
漁
業
政
策
と
調
和
し
て

保
存
措
置
お
よ
び
行
政
措
置
を
と
る
べ
き
で
あ
る
」
こ
と
が
指
摘
さ
れ
、

そ
う
で
な
け
れ
ば
、
第
五
六
条
が
沿
岸
国
に
与
え
て
い
る
主
権
的
権
利

は
人
為
的
な
も
の
に
な
る
と
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
、
漁
獲
可
能
量
は
、
こ

の
条
約
上
、
資
源
の
維
持
を
危
う
く
し
な
い
程
度
に
乱
獲
し
な
い
か
ぎ

り
、
沿
岸
国
の
利
益
を
満
足
さ
せ
る
レ
ベ
ル
で
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
、

そ
の
決
定
に
際
し
て
、
漁
業
調
査
に
お
い
て
、
資
料
、
情
報
が
得
ら
れ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
は
沿
岸
国
の
利
益
の
た
め
に
解
釈
・
適
用
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。 

 

（

） 

 

国
連
海
洋
法
条
約
は
、
こ
の
条
約
の
解
釈
・
適
用
か
ら
生
ず
る
紛
争

の
解
決
手
続
き
に
お
い
て
も
、
排
他
的
経
済
水
域
制
度
に
お
け
る
沿
岸

国
の
裁
量
を
認
め
て
い
る
。
こ
の
条
約
で
は
、
こ
の
条
約
の
解
釈
・
適

用
に
関
す
る
紛
争
を
紛
争
当
事
国
が
選
ぶ
紛
争
の
平
和
的
解
決
手
段
お

よ
び
調
停
で
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
に
、
国
際
裁
判
に
よ
り

（
7
）

（
4
） 

（
5
）

6
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強
制
的
に
解
決
す
る
こ
と
を
原
則
に
し
て
い
る
が
、
一
定
の
種
類
の
紛

争
は
、
自
動
的
に
強
制
的
紛
争
解
決
手
続
き
か
ら
除
外
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
お
り
（
そ
の
他
、
締
約
国
が
宣
言
に
よ
り
強
制
的
紛
争
解
決
手
続

き
か
ら
除
外
し
う
る
紛
争
も
あ
る
）
、
自
動
的
に
除
外
さ
れ
る
紛
争
の
な
か

に
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
に
関
す
る
沿
岸
国
の
主

権
的
権
利
（
漁
獲
可
能
量
、
漁
獲
能
力
お
よ
び
他
の
国
に
対
す
る
余
剰
分

の
割
当
て
を
決
定
す
る
た
め
の
裁
量
権
な
ら
び
に
保
存
お
よ
び
管
理
の
た
め

の
自
国
の
法
令
に
お
い
て
定
め
ら
れ
る
条
件
を
決
定
す
る
た
め
の
裁
量
権
を

含
む
）
ま
た
は
主
権
的
権
利
の
行
使
に
関
す
る
紛
争
が
含
ま
れ
る(

二
九

七
条
三
項
⒜)

。 

こ
れ
ら
は
次
の
場
合
に
い
ず
れ
か
の
紛
争
当
事
国
の
要
請
で
、
附
属

書
Ｖ
第
三
節
に
定
め
る
強
制
調
停
の
手
続
き
（
調
停
委
員
会
の
報
告
は 

         

紛
争
当
事
国
を
法
的
に
拘
束
し
な
い
）
に
服
す
る
に
と
ど
ま
る
。
⑴
沿
岸

国
が
自
国
の
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
維
持
が
重
大
な

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
当
な
保
存
措
置
お
よ
び
管
理

措
置
を
通
じ
て
確
保
す
る
義
務
を
明
ら
か
に
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
、

⑵
沿
岸
国
が
、
他
の
国
が
漁
業
を
行
な
う
こ
と
に
関
心
を
有
す
る
資
源
、

す
な
わ
ち
沿
岸
国
の
余
剰
分
に
対
し
て
漁
獲
割
当
て
を
希
望
す
る
資
源

に
つ
い
て
、
当
該
他
の
国
の
要
請
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
漁
獲
可
能
量
、

漁
獲
能
力
を
決
定
す
る
こ
と
を
恣
意
的
に
拒
否
し
た
こ
と
、
⑶
沿
岸
国

が
存
在
す
る
と
宣
言
し
た
余
剰
分
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
割
り
当
て
る

こ
と
を
恣
意
的
に
拒
否
し
た
こ
と
（
二
九
七
条
三
項
⒝
）。 

こ
の
よ
う
に
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
・
管

理
義
務
は
、
沿
岸
国
に
か
な
り
の
裁
量
を
許
し
て
い
る
。 
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（
３
） 

魚
種
別
規
制
な
ど 

国
連
海
洋
法
条
約
は
、
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
に
つ
い
て
、
一
定

の
魚
種
別
規
制
を
採
用
し
、
高
度
回
遊
性
魚
種
、
海
産
哺
乳
動
物
、
溯

河
性
資
源
、
降
下
性
資
源
、
定
着
性
魚
種
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
て
い

る
。
そ
の
な
か
で
、
高
度
回
遊
性
魚
種(

マ
グ
ロ
、
カ
ツ
オ
な
ど)

に
つ

い
て
は
、
沿
岸
国
と
漁
業
国
が
保
存
・
最
適
利
用
の
た
め
に
直
接
に
ま

た
は
国
際
機
関
を
通
じ
て
協
力
す
る
も
の
と
さ
れ
る(

六
四
条)

。
海
産

哺
乳
動
物
に
つ
い
て
は
、
沿
岸
国
、
国
際
機
関
が
第
五
部
の
規
定
よ
り

も
厳
し
い
措
置
を
と
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
と
さ
れ
る(

六
五
条
）
。
溯
河

性
資
源(

サ
ケ
、
マ
ス)

に
つ
い
て
は
、
こ
の
魚
種
が
溯
る
河
川
を
有
す

る
国(

母
川
国)

が
保
存
・
管
理
に
第
一
次
的
責
任
を
有
す
る
も
の
と
さ

れ
る
が
、
母
川
国
と
他
の
国
は
、
適
当
な
と
き
は
地
域
的
機
関
を
通
じ

て
、
こ
の
条
の
規
定
を
実
施
す
る
た
め
の
取
り
極
め
を
行
な
う
こ
と
も

規
定
さ
れ
て
い
る
（
六
六
条
）
。 

な
お
、
同
一
の
資
源
ま
た
は
関
連
す
る
資
源
が
二
以
上
の
沿
岸
国
の

排
他
的
経
済
水
域
内
に
存
在
す
る
場
合
、
ま
た
は
、
排
他
的
経
済
水
域

と
そ
れ
に
接
続
す
る
水
域
に
存
在
す
る
場
合
に
、
前
者
の
場
合
は
関
係

沿
岸
国
が
、
後
者
の
場
合
に
は
沿
岸
国
と
関
係
国
が
、
直
接
に
ま
た
は

地
域
的
機
関
を
通
じ
て
当
該
資
源
の
保
存
の
た
め
に
必
要
な
措
置
に
つ

い
て
合
意
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
さ
れ
る
（
六
三
条
）
。 

こ
れ
ら
の
規
定
に
お
い
て
、
沿
岸
国
、
関
係
国
が
適
当
な
場
合
に
国

際
機
関
、
地
域
的
機
関
を
通
じ
て
協
力
す
る
な
ど
、
国
際
機
関
へ
の
言

及
が
み
ら
れ
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 

（
１
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e,op. cit., p. 226; M
. D

ah-
m

ani, The Fisheries Regim
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（
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The Exclusive Econom
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Conven
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（
７
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三 

二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
と
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理 

（
１
） 

各
国
法
制
に
お
け
る
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
措
置 

排
他
的
経
済
水
域
は
、
第
三
次
国
連
海
洋
法
会
議
の
進
行
中
か
ら
一

定
数
の
国
に
よ
っ
て
実
施
に
移
さ
れ
、
会
議
後
も
か
な
り
の
国
に
よ
っ

て
設
定
さ
れ
て
い
る
。
一
九
九
二
年
の
国
連
事
務
総
長
の
報
告
書
に
よ

れ
ば
、
排
他
的
経
済
水
域
を
設
定
し
て
い
る
国
が
八
六
ヵ
国
で
あ
る
。

そ
の
ほ
か
に
、
二
〇
ヵ
国
が
二
〇
〇
カ
イ
リ
漁
業
水
域
を
設
定
し
て
い

る
。 ） 

（
1

排
他
的
経
済
水
域
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
慣
行
を
通

し
て
、
生
物
資
源
・
非
生
物
資
源
の
探
査
開
発
に
関
す
る
沿
岸
国
の
主

権
的
権
利
を
含
む
こ
の
制
度
の
基
本
的
部
分
が
国
際
慣
習
法
に
な
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
。  

排
他
的
経
済
水
域
設
定
の
主
要
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
、
各
沿
岸
国

が
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
内
に
お
け
る
漁
業
を
規
制
し
よ
う
と
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
漁
業
制
度
は
、
各
国
の
二
〇
〇
カ
イ
リ
法
に
お

い
て
も
中
心
と
な
っ
て
い
る
。 

（
2
）

多
く
の
国
の
排
他
的
経
済
水
域
法
令
は
、
国
連
海
洋
法
条
約
第
五
六

条
に
対
応
し
た
形
で
、
排
他
的
経
済
水
域
内
の
生
物
資
源
お
よ
び
非
生

物
資
源
の
探
査
、
開
発
、
保
存
、
管
理
の
た
め
の
主
権
的
権
利
を
有
す

る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。 

一
方
、
国
連
海
洋
法
条
約
第
六
二
条
お
よ
び
第
六
三
条
で
規
定
さ
れ

た
保
存
義
務
、
最
適
利
用
義
務
に
つ
い
て
は
、
い
く
つ
か
の
国
は
、
そ

れ
に
対
応
す
る
形
で
国
内
法
規
定
を
設
け
て
い
る
が
、
概
し
て
、
各
国

は
必
ず
し
も
十
分
な
形
で
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。 

た
と
え
ば
、
米
国
の
一
九
七
六
年
の
漁
業
保
存
管
理
法(

Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ｍ
Ａ)

は
、
漁
業
資
源
の
保
存
・
維
持
に
関
す
る
議
会
の
認
識
（finding

）
を

次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。「
漁
業
資
源
は
有
限
で
あ
る
が
、
再
生
が

可
能
で
あ
る
。
乱
獲
に
よ
り
修
復
が
不
可
能
な
状
態
に
な
る
前
に
当
該

漁
業
が
健
全
な
管
理
の
下
に
お
か
れ
る
場
合
に
は
、
当
該
漁
業
は
継
続

的
に
適
正
生
産
量
（optim

um
 yields

）
を
供
給
す
る
よ
う
に
保
存
さ

れ
、
か
つ
維
持
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
」。
ま
た
、
こ
の
法
律
で
は
、「
保

存
お
よ
び
管
理
」
と
は
、
次
の
(Ａ)
お
よ
び
(Ｂ)
を
内
容
と
す
る
規
則
、
条

件
、
方
法
お
よ
び
そ
の
他
の
措
置
の
す
べ
て
を
い
う
と
規
定
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、「
(Ａ)
い
ず
れ
か
の
漁
業
資
源
お
よ
び
海
洋
環
境
の
再
建
、
回

復
ま
た
は
維
持
の
た
め
に
必
要
と
さ
れ
、
か
つ
、
そ
れ
ら
の
再
建
、
回

復
ま
た
は
維
持
の
た
め
に
有
効
で
あ
り
、
な
ら
び
に
、
(Ｂ)
(ⅰ)
持
続
的
に

食
料
お
よ
び
そ
の
他
の
生
産
物
を
供
給
し
、
か
つ
、
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
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ン
上
の
恩
恵
が
得
ら
れ
る
こ
と
、
(ⅱ)
漁
業
資
源
お
よ
び
海
洋
環
境
に
対

す
る
修
復
不
可
能
な
、
ま
た
は
長
期
の
悪
影
響
を
回
避
す
る
こ
と
、
(ⅲ)

こ
れ
ら
の
資
源
の
将
来
の
利
用
に
関
し
多
数
の
選
択
を
可
能
と
す
る
こ

と
」
。 ま

た
、
漁
業
資
源
の
生
産
量
に
関
す
る｢

適
正
量｣

と
は
、
「
⑴
と
く

に
食
糧
生
産
お
よ
び
リ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
機
会
に
関
し
て
国
民
に
最

大
の
全
体
的
利
益
を
も
た
ら
し
、
か
つ
、
⑵
漁
業
の
最
大
持
続
生
産
量

を
基
準
と
し
、
関
連
す
る
社
会
的
、
経
済
的
あ
る
い
は
生
態
学
的
要
素

に
よ
り
調
整
さ
れ
る
魚
類
の
量
を
い
う
」
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ｍ

Ａ
は
、
米
国
の
漁
業
資
源
の
た
め
の
保
存
、
管
理
の
た
め
の
国
家
計
画

が
、
国
民
の
漁
業
資
源
の
乱
獲
の
防
止
、
乱
獲
さ
れ
た
ス
ト
ッ
ク
の
回

復
、
保
存
の
確
保
お
よ
び
潜
在
的
開
発
可
能
量
を
完
全
に
実
現
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
を
述
べ
、
漁
業
管
理
計
画
を
国
家
基
準
に
従
っ

て
作
成
し
、
実
施
す
る
こ
と
を
こ
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
。 

旧
ソ
連
の
一
九
八
四
年
の
「
ソ
連
邦
の
経
済
水
域
に
関
す
る
ソ
連
邦

最
高
会
議
幹
部
会
令
」
は
、
「
ソ
連
が
最
善
の
科
学
的
証
拠
を
考
慮
し

て
、
ま
た
、
適
当
な
場
合
、
権
限
あ
る
国
際
機
関
と
協
力
し
て
、
適
当

な
保
存
・
管
理
措
置
を
通
じ
て
、
経
済
水
域
に
お
け
る
魚
類
お
よ
び
他

の
生
物
資
源
の
最
適
利
用
を
確
保
す
る
」
こ
と
を
規
定
し
た
。 

フ
ィ
ジ
ー
の
一
九
七
七
年
の
海
洋
空
間
法
は
、
漁
業
資
源
の
「
保
存

お
よ
び
管
理
」
の
定
義
に
つ
い
て
、
米
国
の
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ｍ
Ａ
と
同
じ
定
義

を
規
定
し
て
い
る
。 

バ
ハ
マ
の
法
律
は
、
総
督
が
漁
業
資
源
の
最
適
生
産
量
を
決
定
す
る

際
に
、
適
当
な
保
存
・
管
理
措
置
を
通
じ
て
Ｍ
Ｓ
Ｙ
を
生
産
し
う
る
レ

ベ
ル
に
資
源
を
維
持
し
、
漁
獲
さ
れ
る
魚
種
の
個
体
数
を
回
復
す
る
必

要
性
を
考
慮
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
。
メ
キ
シ
コ
お
よ
び
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

の
法
律
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
生
物
資
源
が
乱
獲
に
よ
っ
て
危
険
に

さ
ら
さ
れ
な
い
た
め
に
適
当
な
保
存
・
管
理
措
置
を
国
が
と
る
こ
と
を

規
定
し
て
い
る
。 

な
お
、
欧
州
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
）
の
場
合
に
は
、
Ｅ
Ｃ
が
加
盟
国
の
水

域
内
の
漁
業
を
規
制
・
管
理
す
る
権
限
を
有
し
、
実
際
に
、
一
九
八
三

年
以
来
か
な
り
の
規
制
・
管
理
措
置
を
と
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、

緊
急
な
行
動
を
必
要
と
す
る
場
合
や
国
内
の
漁
業
者
だ
け
が
影
響
を
受

け
る
問
題
、
Ｅ
Ｃ
に
よ
っ
て
割
り
当
て
ら
れ
た
年
間
の
漁
獲
可
能
量
を

管
理
す
る
こ
と
等
に
つ
い
て
加
盟
国
が
権
限
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。  

し
か
し
、
多
く
の
国
の
法
令
は
、
生
物
資
源
の
開
発
等
の
権
利
を
規

定
し
て
い
る
が
、
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
措
置(

義
務)

に
は
言
及
し

て
い
な
い
。 

生
物
資
源
の
保
存
に
関
す
る
政
策
決
定
は
、
元
来
、
行
政
上
の
慣
行

の
問
題
で
あ
り
、
各
国
法
制
に
お
い
て
必
ず
し
も
立
法
に
十
分
適
し
た

問
題
で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域

の
生
物
資
源
に
対
す
る
沿
岸
国
の
保
存
義
務
に
関
す
る
各
国
の
法
令
・

（

） 

4

（
3
）
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慣
行
か
ら
は
、
沿
岸
国
が
こ
の
よ
う
な
資
源
を
自
由
に
開
発
し
う
る
と

か
あ
る
い
は
保
存
の
必
要
性
を
無
視
し
て
無
制
限
な
主
権
的
権
利
を
行

使
し
う
る
と
い
う
一
般
的
態
度
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
国
連
海

洋
法
条
約(

ま
た
は
そ
の
草
案)

を
国
内
実
施
に
移
す
形
で
制
定
さ
れ
た

各
国
の
二
〇
〇
カ
イ
リ
法
で
、
多
く
の
国
の
法
令
が
保
存
管
理
措
置(

義

務)

に
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
も
、
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
義
務

が
国
家
慣
行
に
お
い
て
定
着
し
た
こ
と
を
確
認
す
る

と
は
で
き
な
い
。 

こ

（
２
） 

各
国
法
制
に
お
け
る
最
適
利
用
義
務
お
よ
び 

余
剰
分
の
他
国
へ
の
割
り
当
て 

ま
た
、
各
国
の
二
〇
〇
カ
イ
リ
法
令
は
、
資
源
の
最
適
利
用
、
漁
獲

可
能
量
・
獲
得
能
力
の
決
定
、
余
剰
分
の
他
国
へ
の
割
り
当
て
に
つ
い

て
も
、
国
連
海
洋
法
条
約
の
規
定
に
沿
っ
た
十
分
な
規
定
を
設
け
て
い

な
い
。 

各
国
法
令
で
、
最
適
利
用
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
キ
ュ
ー
バ
、
メ

キ
シ
コ
、
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ
ペ
、
旧
ソ
連
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
な
ど
の

国
で
あ
る
。 

国
内
法
令
で
、
漁
獲
能
力
の
余
剰
分
に
対
し
て
外
国
漁
船
に
漁
獲
を

認
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
は
、
メ
キ
シ
コ
お
よ
び
ベ
ネ
ズ
エ
ラ

で
あ
り
、
外
国
漁
船
に
漁
獲
を
認
め
う
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
も
の

と
し
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
カ
ー
ボ
ベ
ル
デ
、
サ
ン
ト
メ
・
プ
リ
ン
シ

ペ
が
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
総
漁
獲
可
能
量
に
関
し
て
、
適

宜
、
自
国
漁
船
の
漁
獲
能
力
を
決
定
し
、
残
り
の
部
分
は
、
外
国
漁
船

の
許
容
漁
獲
量
を
構
成
す
る
と
規
定
す
る
。
フ
ィ
ジ
ー
、
ク
ッ
ク
諸
島
、

ニ
ウ
エ
、
ト
ン
ガ
の
法
令
も
同
様
な
規
定
を
設
け
、
バ
ハ
マ
、
コ
モ
ロ
、

キ
ュ
ー
バ
も
、
多
か
れ
少
な
か
れ
類
似
の
規
定
を
設
け
て
い
る
。
米
国

の
Ｍ
Ｆ
Ｃ
Ｍ
Ａ
は
、
当
該
漁
期
の
適
正
生
産
量
の
い
ず
れ
か
の
部
分
が

米
国
の
漁
船
に
よ
り
漁
獲
さ
れ
る
見
込
み
が
な
い
と
き
に
、
当
該
部
分

を
外
国
船
舶
に
割
り
当
て
る
こ
と

で
き
る
こ
と
を
規

す
る
。 

が

定

国
内
法
令
に
お
い
て
、
余
剰
分(

ま
た
は
残
り
の
部
分)

の
外
国
へ
の

割
り
当
て
で
は
な
く
、
排
他
的
経
済
水
域
内
の
漁
獲
可
能
量
と
外
国
漁

船
の
許
容
漁
獲
量
の
割
合
を
決
定
す
る
と
規
定
す
る
も
の
も
あ
る
。
旧

ソ
連
、
ガ
ン
ビ
ア
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
な
ど
の
法
令
で
あ
る
。 

な
お
、
Ｅ
Ｃ
の
場
合
に
は
、
毎
年
閣
僚
理
事
会
が
Ｅ
Ｃ
諸
国
水
域
内

(

地
中
海
を
除
く)

の
商
業
的
価
値
を
有
す
る
た
い
て
い
の
魚
種
の
最
大

漁
獲
可
能
量
を
規
則
の
形
で
決
定
し
、
個
々
の
加
盟
国
に
割
り
当
て
ら

れ
る
漁
獲
量
に
分
け
る
。
ま
た
、
個
々
の
加
盟
国
に
割
り
当
て
ら
れ
た

量
の
低
利
用
を
避
け
る
た
め
に
、
加
盟
国
は
そ
の
す
べ
て
を
漁
獲
し
な

い
場
合
の
他
の
加
盟
国
の
割
り
当
て
分
と
の
交
換
が
許
さ
れ
て
い
る
。 

（

） 

国
内
法
令
に
お
い
て
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
外
国
漁
船
、
外

国
人
の
漁
業
を
明
示
的
に
規
定
し
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
バ
ン
グ
ラ

デ
シ
ュ
お
よ
び
ス
リ
ラ
ン
カ
の
法
律
は
、
排
他
的
経
済
水
域
の
す
べ
て

の
資
源
が
自
国
に
帰
属
す
る
こ
と
を
規
定
し
、
排
他
的
経
済
水
域
内
の

5
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外
国
漁
船
の
漁
業
に
つ
い
て
規
定
を
設
け
て
い
な
い
。
イ
ン
ド
の
法
律

も
外
国
漁
船
の
漁
業
を
規
定
し
て
い
な
い
。
ギ
ニ
ア
の
法
律
は
、
外
国

漁
船
に
対
し
て
領
海
お
よ
び
排
他
的
経
済
水
域
で
の
漁
業
を
禁
止
し
て

い
る
。
モ
ロ
ッ
コ
の
法
律
は
、
排
他
的
経
済
水
域
に
お
け
る
漁
業
権
が

モ
ロ
ッ
コ
の
自
然
人
・
法
人
の
み
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
こ
と
を
規
定

す
る
。 

（
３
） 

国
連
海
洋
法
条
約
と
各
国
法
制 

前
述
の
よ
う
に
、
現
在
、
多
く
の
国
が
排
他
的
経
済
水
域
あ
る
い
は

二
〇
〇
カ
イ
リ
漁
業
水
域
を
設
定
し
て
い
る
が
、
各
国
の
二
〇
〇
カ
イ

リ
法
は
、
生
物
資
源
の
保
存
・
管
理
に
関
し
て
必
ず
し
も
国
連
海
洋
法

条
約
の
規
定
を
十
分
反
映
し
た
も
の
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
各
国
法
令

は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
、
自
国
の
排
他
的
経
済
水
域
内
の
保
存
、
管
理
、

最
適
利
用
の
義
務
よ
り
も
、
開
発
に
つ
い
て
の
自
国
の
権
利
の
面
を
打

ち
出
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。 

二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
内
の
生
物
資
源
に
関
し
て
、
国
連
海
洋
法
条
約

に
規
定
さ
れ
た
権
利
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
国
際
慣
習
法
に
編
入
さ
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
一
方
で
、
沿
岸
国
の
義
務
、
制
限
に
関
し
て
は
、

最
適
利
用
義
務
も
含
め
て
そ
う
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
。 

（

） 

（
１
） 

U
nited 

N
ations, 

Law
 

of 
the 

Sea, 
Report 

of 
the 

Secretary-G
eneral, Progress m

ade in the im
plem

entation of 
the com

prehensive legal regim
e em

bodied in the U
nited 

N
ations C

onvention on the Law
 of the Sea, U

N
 D

oc. A

＼ 
47

＼512, 5 N
ovem

ber, 1992, p. 10. 

各
国
国
内
法
の
条
文
に
つ
い
て

は
、R

obert W
. Sm

ith, “E
xclusive E

conom
ic Zone C

laim
s,” 

Analysis and Prim
ary D

ocum
ents, 1986; U

nited N
ations, 

“The Law
 of the Sea,” N

ational Legislation on the Exclusive 
Econom

ic Zone and the Exclusive Fishery Zone , 1986 

参
照
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
各
国
法
令
の
条
文
に
つ
い
て
注
で
の
引
用
を
避
け
た

が
、
基
本
的
に
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
に
拠
り
、
ま
た
、
米
国
の
漁
業
保
存

管
理
法
は
、
社
団
法
人
大
日
本
水
産
会
中
長
期
対
策
検
討
会
『
マ
グ
ナ
ソ

保
存
管
理
法
』
（
昭
和
六
一
年
）
に
拠
っ
た
。 

6

ン
漁
業

（
２
） 

国
際
司
法
裁
判
所
（
Ｉ
Ｃ
Ｊ
）
は
、
一
九
八
五
年
の
リ
ビ
ア
‐
マ
ル

タ
大
陸
棚
事
件
判
決
で
、
排
他
的
経
済
水
域
の
制
度
が
、｢

国
家
慣
行
に
よ

っ
て
慣
習
法
の
一
部
と
な
っ
た
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
争
え
な
い｣

と
述

CJ Reports, 1985, pp. 33-34. 

べ
て
い
る
。I

（
３
） R. R. Churchill, “EC Fisheries and an EZ

―
―Easy!” 

O
cean D

evelopm
ent and International Law

, Vol. 23 (1992), 
pp. 145-163. 

（
４
） R. R. Churchill and A. V. Low

e, op. cit., p. 233. 

（
５
） Churchill, supra note 3, pp. 150-151. 

（
６
） 

水
上
千
之
「
排
他
的
経
済
水
域
―
―
各
国
国
内
法
の
検
討
（
三
完
）」

『
広
島
法
学
』
第
一
四
巻
第
一
号
（
平
成
二
年
）、
四
ペ
ー
ジ
。 

結
び
に
代
え
て 

排
他
的
経
済
水
域
は
、
広
い
公
海
と
狭
い
領
海
と
い
う
伝
統
的
海
洋

区
分
に
比
べ
て
、
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理
と
い
う
観
点
か
ら
利
点
が
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あ
る
と
し
て
も
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
水
域
制
度
も
、
漁
業
資
源
の
保
存
・

管
理
の
た
め
に
は
必
ず
し
も
十
分
な
も
の
で
は
な
い
。
新
し
い
体
制
の

も
と
で
も
、
漁
業
資
源
の
有
効
な
保
存
・
管
理
の
た
め
に
は
、
国
際
協

力
が
必
要
で
あ
る
。 

一
九
八
四
年
の
国
連
食
糧
農
業
機
関(

Ｆ
Ａ
Ｏ)

の
世
界
漁
業
会
議
で

採
択
さ
れ
た
「
漁
業
管
理
お
よ
び
開
発
の
た
め
の
戦
略
」
で
も
、
国
際

協
力
の
必
要
性
を
強
調
し
、
そ
の
理
由
と
し
て
、
二
つ
の
海
域
に
ま
た

が
っ
て
存
在
す
る
魚
種(straddling stocks)

お
よ
び
高
度
回
遊
性
魚

種
の
乱
獲
、
漁
業
お
よ
び
環
境
問
題
の
複
雑
性
を
理
解
す
る
必
要
性
の

増
大
、
専
門
知
識
・
経
験
・
技
術
的
財
政
的
資
源
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な

配
分
を
挙
げ
る
。
こ
の
よ
う
な
国
際
協
力
に
関
連
し
て
、
国
際
漁
業
委

員
会
な
い
し
漁
業
機
関
の
役
割
が
重
要
で
あ
ろ
う
。 

（

） 

 

漁
業
委
員
会
は
、
前
述
の
よ
う
に
、
一
部
の
も
の
を
除
い
て
、
か
つ 

        

1

（
2
）

て
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理
に
十
分
な
機
能
を
果
た
し
て
い
な
い
。
ま

た
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
体
制
の
も
と
で
有
効
性
を
減
少
し
た
も
の
も
あ
る
。

一
方
、
二
〇
〇
カ
イ
リ
体
制
の
も
と
で
設
立
さ
れ
た
委
員
会
・
機
関
も

あ
り
（
南
太
平
洋
フ
ォ
ー
ラ
ム
漁
業
機
関
、
北
大
西
洋
サ
ケ
保
存
機
関
な

ど
）
、
漁
業
委
員
会
・
機
関
は
、
漁
業
の
科
学
的
側
面
の
調
査
研
究
、
各

国
の
漁
業
政
策
の
調
整
等
で
、
Ｆ
Ａ
Ｏ
と
も
協
力
し
て
、
現
在
の
体
制

の
も
と
で
漁
業
資
源
の
保
存
・
管
理
の
た
め
に
有
効
な
役
割
を
果
た
す

余
地
が

 

あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
１
） Barbara K

w
iatkow

ska, The 200 M
ile Exclusive Zone in 

the N
ew

Law
o

the Sea , 1989, p. 51
 

 
 

f 

に
よ
る
。

（
２
） J. E. Carroz, “Institutional Aspects of Fishery M

anage-
m

ent under the N
ew

 Regim
e of the O

ceans,” San D
iego Law

 
Review

, Vol. 21 (1984), pp. 513-531. 

（
み
ず
か
み
・
ち
ゆ
き 

広
島
大
学
教
授
） 
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